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1. 背景 

昨今、VUCAやWell-beingと言われる時代となっている。しかし、日本財団が行った意識調査では、

日本の若者の自己認識や社会に対する意識が他国と比べて著しく低いことが明らかになっている。同

調査は、2019年9月下旬から10月上旬にかけ、インド、インドネシア、韓国、ベトナム、中国、イギ

リス、アメリカ、ドイツと日本の17～19歳各1,000人を対象にした「日本財団「18歳意識調査」第20

回 テーマ：「国や社会に対する意識」（9カ国調査）」というものである。ここでは、では「自分の

国に解決したい社会課題がある」と答えたのは46.4%、「社会課題について家族や友人と話すことが

ある」と答えたのは27.2%と、いずれも50%を切る結果となっている。 

 

 
 

図1:日本財団「18歳意識調査「第20回 –社会や国に対する意識調査-」」より引用。 

 

さらに、2024年に行われた「18歳意識調査結果 第62回テーマ「国や社会に対する意識（6

カ国調査）」からは、日本の若者の自己認識や社会に対する意識が他国と比べて著しく低い

ことが明らかになっている。「国や社会に役立つことをしたいと思う」と答えたのは64.

3%、「自分の行動で、国や社会を変えられると思う」と答えたのは45.8%と、いずれも他国

と比べて低い結果となっている。 

2019年の調査と2024年の調査を比較すると、社会に対する意識は高まっている。特に、

「自分の行動で国や社会を変えられると思う」と回答した人の割合は約27ポイント増加し

た。しかし、それでも他国と比べると依然として低い水準にとどまっている。 

 
図2:日本財団「18歳意識調査「第62回 –国や社会に対する意識調査-」」より引用。 

 

 

これらの調査から、日本の若者は自己認識や社会参画への意識が低く、将来への希望や社

会への影響力を感じにくい状況にあることが分かる。 
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VUCA時代において自己効力感や社会貢献意識が求められる中で、社会課題を自分事として

捉えられる機会・課題発見力が重要とされる。そのため、自身の興味・好奇心を基とした試

行錯誤を何度もできる場が必要である。 

本事業では、公立中学校の放課後の空き教室で実施する事業であるということもあり、か

つ探究学習に視点を置いているため、総合的な探究の時間の学習指導要領から定義を定め

る。 

総合的な探究の時間の学習指導要領における目標は、次のように表現されている。 

「総合的かつ横断的な学習を通じて、複雑な社会課題に対する理解を深め、主体的に課題を

解決する力を養うこと、そして自己の生き方や価値観について深く考えるための資質・能力

を育成すること」 

「『探究的な見方・考え方』を働かせ、総合的・横断的な学習を行うことを通して、よりよ

く課題を解決し、自己の生き 方を考えていくための資質・能力を育成することを目指すも

の」 

ここからは、実社会で直面する多様な問題に対応できる柔軟な思考力や判断力、さらには

行動力を培うことを目的としていると考えられる。 

また、探究的な学びの過程として、「①課題の設定 → ②情報の収集 → ③整理・分析 → 

④まとめ・表現」と表現している。 

 

図3:『今、求められる総合的な探究の時間の展開』pp.24 「図1 探における生徒の学習の姿」より引用。 

このプロセスを通じて、学習者は自ら課題を発見し、それに関連する情報を主体的に収集

する力を養う。次に、それらの情報を整理・分析することで、問題の本質を見極める批判的
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思考力を身につける。そして最終的に、自分の考えや解決策を他者に効果的に伝える表現力

を高めることができると考えられるだろう。 

このプロセスを通じて、中学校学習指導要領では『事象を捉える感性や問題意識が揺さぶ

られて，学習活動への取組が真剣になる。身に付けた 知識及び技能を活用し，その有用性

を実感する。見方が広がったことを喜び，更なる学習への意欲を高める。概念が具体性を増

して理解が深まる。学んだことを 自己と結び付けて，自分の成長を自覚したり自己の生き

方を考えたりする。』姿が現れるとされている。さらに『よりよく課題を解決し，自己の生

き方を考えていくための資質・能力を育成することにつながる』『大人になった後に，実社

会・実生活の中でも重要な役割を果たしていくのである。』とされている。 

つまり、学習者は学びに主体的に取り組み、知識や技能の活用を通じて成長を実感し、自

己の生き方を考えるようになる。さらに、多様な視点を持ち、課題を解決する力を養い、社

会とのつながりを意識しながら未来を見据える力を身につけることができるだろう。 

 

図4 『今、求められる総合的な探究の時間の展開』pp.24 「図4 課題と生徒の関係（イメージ）」より引用。 

小中学校における総合的な学習の時間と高等学校の総合的な探究の時間の違いについては

次の通りである。 

「小・中学校の総合的な学習の時間では、教師の指導も受けながら課題を設定し、解決して

いくこと により、児童・生徒が結果として自己の生き方を考える契機となっていくことに

なる場合が多いのに対し、高等学校の総合的な探究の時間では、生徒自身が自己の在り方生

き方と一体的で不可分な課題を自ら発見し、解決していくことが期待される。したがって、

総合的な探究の時間の探究においては、生徒一人一人にとっての「課題の設定」が極めて重

要になる。 」 

探究的な学びには、課題の設定が重要であること、そして小中学校、高等学校いずれにし

ても自己の生き方を考える契機となっていることに力点が置かれている。また、問いや課題

については、 
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「問いや課題は、必ずしも既有の知識や経験から生まれるとは限らない。実社会や実生活と

実際に関わることで、時間的な推移の中で現在の状況が問題をもっていること，空間的な比

較の中で身の回りには問題があること、自己の常識に照らして違和感を伴う問題があること

などを発見し、それが問題意識となり、自己との関わりの中で課題につながっていく。」 

と記述されている。学習者が自分自身の身のまわりのことに問いや課題を持つことには、一

筋縄ではいかないだろう。自分自身の興味があることを深める過程があることで、学習者が

興味のある問いや課題を見つける足がかりとなるのではないだろうか。 

これらの意味合いを含んだ探究的な学びにおいては、学習者自身が社会にある課題を自分

ごととして捉えることが鍵とされていること（中田 2021など）なども報告されている。こ

れらからは、学習者（今回は特に中学生）と社会課題とは心的距離があると考えられる。す

なわち、自分ごととして課題を引き寄せていくことが出来るような学習プログラムや場づく

りが必要となるだろう。 

2. 概要・目的 

活動を通して、生徒の非認知能力や自己肯定感を高め、社会課題解決能力を有した人材を

育てることである。特に生徒が自ら活動を決定し進めることは、生徒にどのような変容が見

られるのかを明らかにする。本研究では、学校の放課後の空き教室において、生徒が自分自

身の「好き」を発見して表現していく場づくりについて一考察を加え、1年間を通した学習

プログラムと生徒の様子に着目し、そのあり方について検討する。 

3. プロフィール 

団体名: ミライ探究部 

所属: 東京学芸大学内 一般社団法人東京学芸大Explayground推進機構（東京学芸大

学教職員と、連続起業家の孫泰藏がファウンダーを務めるMistletoe Japanのメンバ

ーが中心となり運営しているコミュニティ） 

顧問: 柴田彩千子 准教授 

スローガン: 

「好き」で世界に触れて、世界を動かそう 

概要: 

ミライ探究部は、プロジェクト学習をベースとした中高生向けの課外体験活動を提

供する教育団体。中高生が「私にもできるんだ」と思える瞬間を増やし、社会に一

歩踏み出したくなる文化を創造することを目指している。 

活動のきっかけ: 

「私なんてどうせ無理」と自信を失った生徒との出会いをきっかけに、中高生が主

体的に挑戦できる場をつくる必要性を感じ、2024年4月に活動を開始。 

取り組む社会課題: 

日本財団の調査（2024年）では、17～19歳のうち「自分の行動で国や社会を変えら

れると思う」と回答したのは45.8%にとどまっている背景を受け、ミライ探究部で
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は、そうした若者に「やってみたい」と思える機会を提供し、自信を育むことを目

指している。 

活動内容: 

1年間を通して「私たちはどうやって誰かを幸せにできるのだろうか」という問いに

向き合いながら、中高生向けの課外活動をサポートしている。 

受賞歴: 

● 2023年 NPO法人三鷹ネットワーク大学「ミタカミライ研究アワード 2023」

最優秀賞（市長賞）受賞 

● 同大会にて優秀賞受賞 

● 「民学産公」協働研究事業に採択 

 

 

4. 本協働研究事業の実施期間 

 
図5: 本共同研究事業の実施期間 

 

5. 研究課題の焦点化 

本研究では、社会教育という立場から、学校の中に入り空き教室を借りて実施する取り組

みとなる。社会教育では、居場所支援や学習支援などが展開されている。そこでは非認知能

力や自己肯定感の育成が重要な課題として位置づけられている。この課題設定の背景には、

現代社会が抱える複合的な問題に対する社会教育的アプローチの可能性が存在する。特に学
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校施設を活用した取り組みは、教育機関と地域社会の連携による新たな支援モデルの構築を

目指す点で意義深いものといえる。 

非認知能力の概念は、OECDの「社会情緒的スキル」研究やペリー就学前計画の追跡調査に

よって妥当性を認められている。遠藤（2017）が指摘するように、IQなどの認知能力だけで

は説明できない人生の成功要因として、忍耐力・協調性・感情制御能力などの非認知スキル

が注目されている。特に経済学分野の実証研究では、幼少期に非認知能力を育む介入プログ

ラムが、学歴や所得水準の向上に長期的な影響を与えることが明らかになっている。OECD

（2015）の国際比較調査では、非認知スキルの高い個人は認知スキルも後発的に向上する傾

向が確認され、両者の相乗効果が指摘されている。 

東京都教職員研修センター（2008）の調査研究によれば、自己肯定感の形成は単なる「褒

める教育」ではなく、発達段階に応じた段階的アプローチが必要である。幼児期における基

本的信頼感の醸成、児童期の社会的役割の獲得体験、青年期の自己概念の統合プロセスが相

互に影響し合う。梶田叡一の自己概念理論を援用した指導モデルでは、他者との相互作用を

通じた「関係的自己」の構築が重要とされる。特に思春期の生徒を対象とした介入研究で

は、学校内外の多様な大人との肯定的な関わりが、自己効力感の向上に有効であることが報

告されている。 

内閣官房こども居場所づくり委員会（2023）の定義によれば、居場所支援は「物理的空

間」「関係性の場」「自己探求の学習空間」の3次元で構成される。社会教育的居場所の特

徴は、学校や家庭とは異なる「第三の空間」としての機能にあり、特に経済的困窮家庭の子

どもにとっては社会関係資本を再構築する機会となる。荒木らの実践事例分析では、居場所

支援が非認知能力と自己肯定感を同時に育む「教育的エコシステム」として機能する可能性

が示唆されている。ここでの鍵概念は「所属感」と「有能感」の相互作用であり、安心して

過ごせる環境が挑戦意欲を喚起するという逆説的メカニズムが確認されている。 

 

ミライ探究部の成り立ちについて 

ミライ探究部は、一般社団法人東京学芸大ExplayGroundに所属する教育団体である。2023

年には、ミタカミライ研究アワードにおいて最優秀賞の市長賞を受賞し、翌年2024年から第

四中学校で活動を開始。学校の放課後に空き教室を借りて、週1回60-90分間、生徒が自らの

「好き」を発見し、表現する活動を行っている。 

 

三鷹市の学校教育について 

三鷹市の教育委員会では、コミュニティ・スクールを基盤とした小・中一貫教育校構想、

学校を核とした地域づくり、学校3部制構想、の3つを主に掲げ、地域と連携・協働した特色

ある学校づくりを行っている。 

コミュニティ・スクールを基盤とした小・中一貫教育校構想とは、（1）既存の小・中学校

を存続させた形で、児童・生徒は現在の小・中学校に在籍しながら、現行の6・3制のもと

で、9年間の一貫カリキュラム（指導計画）をとおして、小・中学校間の強固な連携と交流

を図ること。（2）地域ぐるみで子どもたちの教育を支援する「コミュニティスクール」を

積極的に推進すること。の2つを特色とし、小中学校と協働している状態である。7つの学園

に分け、連携を図っている。 
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学校を核とした地域づくりとは、「学校や子どもたちを「縁」としたつながり、人々のネッ

トワーク」であり、学校づくりから学校を核とした地域づくりへの広がりを意識した取り組

みのことである。 

学校3部制構想とは、学校施設を時間帯に応じて機能転換し、学校教育の場（第1部）、多

様で豊かな体験・経験ができる放課後の場（第2部）、夜間などにおける生涯学習・スポー

ツ・地域活動など、大人を主とした多様な活動の場（第3部）として活用する考え方であ

る。本事業では、三鷹市の学校3部制のうち第2部に位置づくといえる。 

 

 

 
図6: 吉祥寺deまなぼ「学校・家庭・地域が一体となった教育を推進する三鷹市の一貫教育の取り組み」より引

用。 

 

6. 検証結果 

本研究では、学校の放課後の空き教室において、生徒が自分自身の「好き」を発見して表

現していく場づくりについて一考察を加え、1年間を通した学習プログラムと生徒の様子に

着目し、そのあり方について検討することが目的である。そのため活動実施前の学習プログ

ラムの検討および経過について整理する。 

1年間を通して、「私たちはどうやって誰か1人を幸せにできるのだろうか」という問いに

向き合い、その問いに沿った活動を展開することとした。問いについては、自分自身の「好

き」なことを通した先に存在する他者に目を向け、意識することにより、活動を個人に閉じ

ず、開いていくことを重視したためである。今回の学習プログラムでは、生徒一人ひとりの

状態に合わせながら探究的な学びを展開するものになることを意図した。そのため学習プロ

グラムを細部まで用意しすぎず、生徒が行動を選択して進められる設計とした。 
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プログラムでは、「いろいろな刺激から好きを見つけよう」「誰かを幸せにしてみよう」

「活動テーマを決めて活動しよう」「最終発表会」の4つのフェーズに区切り、活動を展開

できるようスタッフが参加する生徒と会話をしながらサポートする。「いろいろな刺激から

好きを見つけよう」では、自分の好きを見つけて増やしていく活動である。生徒の中にある

「好き」だと思っていることを表現してみる活動や、ゲスト講師によるワークショップに参

加し、今まで生徒自身が気づいていなかった「好き」を発見する活動などを行った。パティ

シエやラジオDJ、東京学芸大学の学生らなど、さまざまな立場の人による多種多様なワーク

ショップが行われた。「誰かを幸せにしてみよう」では、自分の「好き」を軸にして他者に

向けて活動することをねらいとした。「活動テーマを決めて活動しよう」では、自分の「好

き」を軸に実際に活動を行っていく。例えば、絵を描くことをテーマにして活動をする場

合、だれに向けてどのような絵を描いていくかを決定し、制作していく。そして制作した後

は、「最終発表会」にて制作したものを教職員や保護者に発表する。ここではミライ探究部

のスタッフが機会を用意する。今回は7月に中間発表会を、3月に最終発表会を実施する。こ

れらは学習プログラムの想定であり、実際には集まった生徒の興味・関心などにより変更す

る。 

 
図7: 2024年度ミライ探究部の学習プログラム 

 

学習プログラムの設計をもちながら、活動を進めていくと、以下になった。 

 

月 活動概要 

5 体験会 

6 いろいろな刺激から「好き」を見つけよう 

7 中間発表会 

8 夏休み 
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9 いろいろな刺激から「好き」を見つけよう 

10 いろいろな刺激から「好き」を見つけよう 

11 テーマを決めて活動しよう 

12 冬休み 

2025/1 テーマを決めて活動しよう 

2025/2 テーマを決めて活動しよう 

2025/3 テーマを決めて活動しよう 

図8: 実際の活動結果 

 

「さまざまな刺激から『好き』を見つけよう」のフェーズでは、生徒自身、この活動に参

加する前では絵を描くことを好きなこととしていた。活動でも絵を描くことが好きなこと

や、実際に制作する場面があった。加えて、ゲスト講師によるワークショップに参加した

後、料理に興味を持つようになった。ワークショップでは、元パティシエによる「理想のパ

ンケーキを作ろう」という題目で、配分を自分なりに考えながら理想のパンケーキをつくる

ものだった。そこに参加した生徒は、ワークショップに参加する中で、火の調節や材料の分

量など、つくるまでの過程にこだわりを持ち始めた。いろいろなパンケーキを焼き、スタッ

フや教職員に振る舞っていた。 

活動を踏まえ、中間発表会では自分の「好き」をひとつにまとめ、教職員や保護者に向け

て発表する機会とした。 

感想として、「生まれて初めての、大勢の前での発表経験をありがとうございます。（中

略）特別企画で作ったものを家でも作り、今後トッピングにもチャレンジするそうです。」

（保護者）「スゴイ！好きなことで人を感動させられるのは素晴らしいことです。これから

も自身をもって好きをどんどん伸ばしてください！」（副校長先生）など、さまざまな声を

いただき、発表した生徒に届いていった。 

2学期は、本活動に参加してくれていた生徒が学校に安定して来れなくなることがあっ

た。加えて生徒の選択の結果、居場所としての性格が強くなった。結果として生徒は「学校

に休んでも活動には参加したい。」と副校長先生にお願いし、活動に参加することもあっ

た。 

活動を進める中で、「なぜ人は幸せを求めるのだろう？」などといった、哲学的な問いを持

つようになった。次第に、生徒自身から生まれた問いで話し合う時間が増えた。 

上記の取り組みを踏まえ、生徒と話し合うなかで「選ぶのが難しい」という言葉があっ

た。そこで3学期では、小さなゴールを設定し、その中で自己選択や自己表現をする形にな

った。具体的には、「自分の『好き』を詰め込んだ冊子『ZINE（ジン）』をつくろう」とい

うテーマで実施した。そこで生徒は自分の1年間をふり返り、楽しかった思い出や記憶に残

っていることを書き起こしている（2025年2月時点現在では制作中。）。 

 

7. 考察 
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今回の学習プログラムの設計および経過からの考察を3点に分けて行う。まず、学習プロ

グラム以前に、居場所としての感覚が生徒のなかに存在しているかどうかが探究活動が展開

していく上で重要であることが考えられる。今回の事業の生徒の様子でも、最初は我々を

「背の高い大人」と認知して会話を避ける傾向にあったが、打ち解け合い、最近では「どの

お菓子が最も美味しいか」などといった会話を生徒から行うようになった。中学校の空き教

室で行う活動で、かつ中学生においては「安心して話し合える関係性（場）」が土台として

重要であると言えるだろう。 

次に、学習プログラム「自由さ」がありすぎると、かえって生徒は選択することが難しく

なることである。そのため、生徒が探究したくなるようになる働きかけには、適度な制約と

自由が共存するテーマを設定することが重要となるのではないだろうか。 

最後に、生徒自身の興味のある「好き」なことを軸に、他者や地域社会と繋がっていくた

めには、両者をつなぎ相互に刺激ある状態にするためのコーディネーター的機能が必要とな

ることである。今回、問題意識として自己認識や社会参画への意識が低く、将来への希望や

社会への影響力を感じにくい状況にあること、そのため、自身の興味・好奇心を基とした試

行錯誤を何度もできる場の必要性をあげている。この問題意識に照らし合わせると、社会参

画をする選択肢やそのイメージをあまり持てていない状況から、社会にあるさまざまな活動

に参加する選択肢を認知し、行動に移し、結果として社会課題を身近に捉えられる状況にな

ることが求められる。今回の活動を通して、社会にあるさまざまな活動に参加するという選

択肢を中高生の中に増やすことが鍵となる可能性を確認することができた。 

 

8. 今後の計画 

本事業を通して、次年度の学習プログラムでは、以下のことを改善として検討したい。1

つ目に、居場所機能を併せ持った放課後の探究活動の場のあり方の模索である。放課後の空

き教室を用いた活動の展開では、中学生のコミュニティに学校外の大人が入る形になるた

め、重要となることが明らかになった。2つ目に、今回の試行錯誤を元にした、活動回数や

プログラムの工夫である。例えば「好き」なことを軸に自分自身で行動を選択して活動でき

る場の設計においては、多かれ少なかれ活動におけるゴール設定が必要となる。また、探究

的な学びのサポートをするスタッフの育成も必要となるだろう。 

 

 



12 

 

 
図9:活動の様子① 
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図10: 活動の様子② 
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図11: 活動の様子③ 

 

 

9. その他 

今回、幣団体を採用してくださり、誠にありがとうございました。この1年間、活動を行

う中で、さまざまな学びを得ることができました。今後も中高生のために、延いては日本の

ために少しでも力になれるよう精進して参りますので、どうぞよろしくお願いいたします。

また、本事業に際し、ご助言やご協力をしてくださった皆さまに心より感謝申し上げます。

誠にありがとうございました。 
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